
柏木です。それでは、お手元の資料にそって、2014年3月期・第2四半期決算について、ご説明い
たします。
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3ページをご覧ください。

まず、2014年3月期・上半期の業績ですが、昨年まで野村不動産ホールディングスが連結子会社
となっていた為、収益・費用は高めに出ていましたが、収益はそれでも7,877億円と、前年同期比
で2%の増収となりました。

全てのビジネス部門が増収・増益となり、税前利益も1,862億円、前年同期比3.4倍となっています
。当期純利益は1,040億円、上半期の利益としては2003年3月期以来の高水準です。

第2四半期は、米国QE3の縮小懸念やシリア情勢などによる不透明感から、顧客アクティビティが
低下、日本関連ビジネスを中心に、前期比では減速しました。

第2四半期の収益は3,564億円、税前利益は729億円、当期純利益は381億円、年率換算したROE
は6.4%でした。

3セグメント合計の収益は3,217億円、税前利益は714億円、特に第1四半期で最高益を計上した

営業部門が減速しました。一方、ホールセール部門も決して楽な環境ではありませんでしたが、
海外ビジネスが健闘したことと、Fit For The Futureの取り組みが功を奏し、前期並みの税前利益
を確保できました。

各ビジネスの業績は、後ほど、6ページ以降でご説明します。
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4ページをご覧ください。

第2四半期および上半期の概要をまとめております。



5

5ページは、セグメント情報です。

下の箱の中に記載しております通り、“セグメント・その他”には、「自社およびカウンター・パーティ
ーのクレジット・スプレッドの変化に起因する損失」、116億円を計上しています。

四半期を通じて、当社のクレジット・スプレッドがタイトニング傾向にあり、加えて、9月25日に格付
機関「Fitch社」が野村ホールディングスおよび野村證券の格付けを「A-」に格上げした事も影響し
ました。
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それでは、各ビジネスの業績をご説明します。

6ページをご覧ください。

右側、決算のポイントにありますように、営業部門の収益は1,197億円、前期比28%の減収。 税
前利益は400億円、2002年3月期以降で、最高益を計上した前期比では51%減少しましたが、引き
続き、高い利益水準を確保しました。

株式・債券を中心に1兆2,000億円を上回る顧客資産純増を達成。マーケット要因も加わり、顧客
資産残高は90兆円を突破しました。
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重要な経営指標であるストック収入は132億円、7ページ左下にあります通り、年率換算では529
億円と、前期比ではやや減少していますが、2016年3月期目標に向けた計画を上回って進捗して
います。

また、来年1月にスタートするNISAにも、全社を挙げて取り組んでいます。

7ページ右下にありまように、今年4月から9月の間に、当社が開催したNISA関連セミナー数は約
1,100回、申込者数は3万人に上ります。その結果、9月末時点での申込数は85万口座、予約分を
含めますと100万口座となっております。
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次にアセット・マネジメント部門です。

8ページをご覧下さい。

右側の決算のポイントですが、アセット・マネジメント部門の収益は186億円、前期比8%の減収。
税前利益は62億円、前期比8%の減益となりましたが、引き続き、高い水準の利益を確保していま
す。既存の投信を中心に資金が流入し、ネット運用資産残高は、2007年9月末以来となる、30兆
円を達成しました。

投資顧問ビジネスにおいても、資金流入が継続。右下にあります通り、海外の有力運用会社より
、日本株ファンドの運用マンデートを獲得。またハイイールド債、シャリア運用など、多様なプロダ
クトでマンデートを獲得しています。
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10ページをご覧ください。ホールセール部門の概要です。

ホールセール部門の収益は1,833億円、前期比6%の減収、税前利益は253億円、適切なコスト・
コントロールに努めた結果、前期並みの利益を確保しました。

左下のグラフにありますように、地域別にみますと、顧客アクティビティの減少により、日本関連ビ
ジネスが減速、一方で全ての海外地域において、グローバル・マーケッツが牽引し、増収となりま
した。
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それでは、グローバル・マーケッツについてご説明します。11ページをご覧ください。

グローバル・マーケッツの収益は1,596億円、右上のヒートマップにあります通り、日本は好調だっ

た前期比で減速しましたが、海外ではフィクスト・インカム、エクイティ共に、全ての地域で増収とな
り、グローバル・マーケッツとしては前期比3%の減収に留めました。

フィクスト・インカムの収益は938億円、クレジット、証券化商品が減速する一方で、金利、為替プ
ロダクトが改善しました。

エクイティの収益は658億円、前期好調だった日本関連ビジネスが減速しましたが、インスティネッ
トを中心とした米州のキャッシュ・エクイティや、デリバティブ・ビジネスが改善しています。
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12ページをご覧ください。インベストメント・バンキングです。

インベストメント・バンキングの収益は238億円、19%の減収

左上のグラフ上部に載せているインベストメント・バンキング・グロス収益は、日本・欧州が健闘し
、前四半期並みの水準となりました。

日本では、旺盛なファイナンス需要を取り込み、大型のECM/DCM案件を多数獲得。海外において

は、強みのある分野での地域間連携を強化した事により、注力するスポンサー・金融機関向けビ
ジネスが収益に貢献。また欧米を中心に、レバレッジド・ファイナンスやソリューション・ビジネスが
着実に拡大しています。
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コストについてご説明します。

13ページをご覧ください。

金融費用以外の費用は2,835億円、前期比11%減少。特に、人件費が1,354億円と、前期比17%
減少しました。主な要因として、

-前期、約90億円を計上したフル・キャリア・リタイアメント関連費用が、今期は剥落したこと

-リストラ費用も今期は14億円となり、10億円減少しました

-加えて前期好調だった日本関連ビジネスが減速した結果、賞与引当が減少

-また、エクイティを中心とした取引量の減少により、支払手数料も下がりました。

右下にありますように、ホールセール部門では、追加10億ドルのコスト削減を達成しましたが、今
後も収益環境に合わせてコスト構造を継続的にレビューし、収益性の改善に努めてまいります。



14

14ページをご覧ください。

ホールセール部門では、2011年7月以降、総額20億ドルのコスト削減を行ってまいりました。

左上の青の棒グラフは、四半期毎に開示しているホールセール部門のコストを半期ごとに並べた
ものです。赤の折れ線グラフは、月末の為替レートを6か月平均し、ドルに換算したものです。この

棒グラフにありますように、収益環境、為替、リストラ費用等で円ベースのコストは変動しています
が、折れ線グラフで示したドル・ベースのコストは、この2年半で15%低下しました。

今期・上半期のドル・ベースのコストを年換算しますと、約66億ドルになります。ここには第1四半

期に計上した、フル・キャリア・リタイアメント費用や、コスト削減に伴う一時費用なども含まれてい
ますので、第3四半期以降のランレートは、60数億ドルになるものと想定しています。

左下は収益ですが、この2年半、コスト削減を行いながら、赤い折れ線グラフで示したドル・ベース
の収益は、37%増加した事がお分かり頂けるかと思います。
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バランスシートについてご説明します。

15ページをご覧ください。

バランスシートの資産合計は41兆9,000億円、グロス・レバレッジは17.6倍、調整後レバレッジは
10.9倍となりました。

バーゼル3ベースでのTier 1比率・Tier 1コモン比率ともに12.2%でした。

このページの右上に「10.7%」とありますが、これは、9月末のバランスシートをそのままバーゼル3
～所謂「出口基準」に当てはめたもので、6月末から上昇しました。
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最後に16ページですが、資金調達と流動性につきましては、6月末から、大きな変化はありません
ので、後程、ご覧いただければと思います。

以上、2014年3月期、第2四半期決算についてご報告いたしました。

尚、2013年9月末を基準日とする配当金は、一株あたり8円とさせて頂きます。
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